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～公民館本館事業～
①茶室福庵でお茶席体験
▼ 1月から 3月の予定
　お茶席が初めての方も立

りゅうれい

礼席（椅

子席）で気軽に茶道を体験できます。

【日時】1 月 8日・22日、2 月 12日・26日、3月12日・

26日の日曜日午前10時～午後 2時

※お菓子がなくなり次第終了。1月8日は初釜お茶席

体験のため小間（茶室）で開催（先着 30人）。

【場所】茶室福庵立礼席

【定員】先着 25人※当日直接会場にお越しください。

【費用】300円 (茶菓子代、ほか ) 

②公民館講座「男子の家庭科」
▼ミシンでトートバックをつくってみよう
　男性の家事参加のきっかけづくりや公民館で地域の

方同士で学び合う楽しさを知ってもらう場です。

【日時】１月28日㈯、２月18日㈯午前10時～正午

【場所】公民館視聴覚室

【対象・定員】市内在住・在勤の男性・先着６人

【費用】500円※ミシンは公民館で用意します。

【講師】田中伸英氏(クリーニング師 )

【申込み】１月７日㈯午前９時から電話で公民館公民館

係へ。

③東日本大震災・熊本地震復興支援チャリティー名曲
コンサート2017in 福生
　歌声に復興の想いを込めたチャリティコンサートです。

※当日は受付に義援金箱を設置し、「仙台フィルハー

モニー管弦楽団」と「日本赤十字社東京都支部平成

28年熊本地震災害義援金」へ送ります。

【日時】２月5日㈰午後1時 30分～（1

時開場）

【場所】市民会館小ホール（つつじホー

ル）

【定員】先着 260人※当日直接会場にお越しください。

【出演】高橋淳氏（テノール）、橘今日子氏（メゾソプ

ラノ）、瀧上美保氏（ソプラノ）、小田切洋子氏（ピアノ）

【①②③問合せ】公民館公民館係☎ 552・2118

～松林分館事業～
①福生まちなか温み処「新春！ 松林分館ロビー展」
　松林分館利用者が制作したお正

月にちなんだ、押絵、切り絵、盆栽

などの作品をご覧ください。

【期間】１月４日㈬～ 31日㈫午前９

時～午後 10時（月曜日休館、月曜日が祝日の場合は

翌火曜日休館 )

【場所】公民館松林分館ロビー

②松林分館冬のコンサート
　国立音楽大学卒業生による、クラシック音楽のコン

サートを開催します。定番のクラシックから、新春に

ふさわしい日本の名曲まで幅広く演奏します。

【日時】１月22日㈰午後２時～４時（１時 30分開場）

【場所】公民館松林分館・大集会室

【対象・定員】市内在住・在勤の方（小

学生以上、小学生は保護者同伴）・先

着 60人

※当日直接会場にお越しください。

【出演】吉田桃子氏（ソプラノ）、堀越尊雅氏（テノール）、

藁科杏梨氏（ヴァイオリン）、田中裕梨恵氏（ピアノ）

③松林分館主催地域デビュー講座「好きを見つけて、
地域に出よう！」
▼バルーンの達人になろう♪
　第三弾として、バルーンを使い動物の作り方などを

学びます。また地域デビューとして、ふっさっ子の広

場の手伝いを予定しています。

【日時】１月28日㈯、２月４日㈯・11日㈯午前10時～

午後０時 30分（2月4日のみ午後１時 30分～４時）

【場所】公民館松林分館

【対象・定員】市内在住・在勤の方・先着15人

【費用・持ち物】300円・筆記用具

【講師】オノック氏（バルーンアーティ

スト）

【申込み】１月６日㈮午前９時から直

接または電話で公民館松林分館へ。

【①②③問合せ】公民館松林分館☎ 552・3624

～白梅分館事業～
①防災講座「自分の、家族の命を守るために」
　地震災害から命を守るための準備と災害時の行動

を、講座と立川防災館での体験を通して学びます。昼

食では非常食を試食します。

※立川防災館へは市のバスで移動します。

【日時】１月29日㈰午前10時 30分～午後４時

【場所】公民館白梅分館、立川防災館

【定員】先着 30人

【講師】吉田真矢氏（多摩日常生活支援センター防火

防災住宅サービス代表）

【申込み】１月８日㈰午前９時から直接または電話で公

民館白梅分館へ。

②大人のための食育講座
▼手作り味噌を作ろう
　味噌づくりの実践と味噌をはじめとした発酵食品に

ついて学んでいきます。

【日時】2 月 17日㈮午前 10時～正午・18日㈯午前９

時～午後１時（全２回）

【場所】市民会館・公民館調理室

【対象・定員】市内在住・在勤の成人の方・先着16人

【費用・持ち物】2,500 円（味噌約 3.5 ㎏の材料費）・

味噌を入れる容器（そのほかの持ち物は申込時に説明

予定 )

【講師】谷口美津子氏（管理栄養士）、森田芳伸氏（食

育サポーター）

【申込み】１月7日㈯～ 2 月 3日㈮の間に材料費を添

えて、直接公民館白梅分館へ。

【①②問合せ】公民館白梅分館☎ 553・3454

公民館本館・分館イベント情報

 　
　
　

　

高
崎
さ
ん
は
郷
土
史
の
専
門
家
と

し
て
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
で
会

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
郷
土
資
料
室
が
主
催
す
る
講
座
で

講
師
を
務
め
ら
れ
る
等
、
現
在
も
幅

広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
文
化
財
保
護
審
議
会
の
活
動

　

文
化
財
保
護
審
議
会
は
8
人
の
専

門
家
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
天

然
記
念
物
や
史
跡
な
ど
の
各
分
野

で
、
文
化
財
の
調
査
・
審
議
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
20
年
間
、
古

文
書
を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
史
の
観

点
か
ら
、
主
に
文
化
財
の
保
護
や
活

用
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

・
古
文
書
に
魅
せ
ら
れ
て

　

古
文
書
と
は
近
世
以
前
に
書
か
れ

た
文
書
の
こ
と
で
、
現
在
と
は
少
し

違
っ
た
草
書
体
等
の
文
字
を
用
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
読
す
る
こ
と

で
、
当
時
の
生
活
環
境
や
文
化
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
貴
重
な

歴
史
資
料
の
一
つ
で
す
。
そ
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
に
、
現
在
で
は
古
文

書
学
習
会
等
の
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。

・
郷
土
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け

　

50
年
ほ
ど
前
に
、
市
内
で
行
わ
れ

た
古
文
書
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ

と
が
郷
土
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け
で
し

た
。
先
生
方
か
ら
古
文
書
の
読
み
方

を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
知
識
が
身
に
付
き
、
古
文
書
を
読

み
解
く
面
白
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

・
今
ま
で
の
活
動
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と

　

数
年
前
に
、
20
人
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
で
約
7
万
点
も
の
古
文
書
を
整

理
す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

5
年
と
い
う
長
い
年
月
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
貴
重
な
市
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
達
成
感
を

得
ら
れ
ま
し
た
。

・
文
化
財
へ
の
思
い

　

文
化
財
と
は
個
人
の
力
だ
け
で
は

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
大
き
な
も
の
で
す
。
先
祖
た
ち
が

代
々
大
切
に
守
っ
て
き
た
文
化
を
、

過
去
か
ら
未
来
に
ま
で
伝
え
る
一
助

と
な
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
次
の
福
生
市
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
文
化
財
の
魅
力

を
少
し
ず
つ
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

新
春
企
画

　
　

平
成
29
年

年
男
・
年
女

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
年
男
・
年
女
の
お
二
人
に
、

昨
年
の
振
り
返
り
や
今
年
の
抱
負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

高
たかさき

崎　勇
ゆうさく

作さん

　

現
在
小
学
5
年
生
の
小
澤
さ
ん
は

昨
年
、「
福
生
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
」
に

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
昨
夏
、
登
別
市
で
行
わ
れ

た
少
年
剣
道
の
交
流
試
合
で
は
福
生

市
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

・
ダ
ン
ス
の
魅
力

　

ダ
ン
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
友

達
か
ら
の
誘
い
で
し
た
。
練
習
は
す

ご
く
大
変
だ
け
ど
発
表
会
な
ど
で
完

璧
に
踊
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
時
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
最
近
は
自
分

た
ち
で
振
付
け
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
振
付
け
を
話

し
合
う
の
も
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

・
Ｐ
Ｒ
動
画
へ
出
演

　

Ｐ
Ｒ
動
画
で
は
、
出
演
者
の
方
が

面
白
い
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
で

緊
張
せ
ず
に
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
楽

し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ン
ス
以
外
に
も
、
撮
影

時
に
食
べ
た
「
福
生
七
夕
竹
笹
お
に

ぎ
り
」
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

・
少
年
剣
道
の
交
流
試
合

　

剣
道
は
先
に
習
っ
て
い
た
兄
の
姿

を
見
て
始
め
ま
し
た
。
去
年
の
夏
に

北
海
道
登
別
市
に
行
き
、
滋
賀
県
守

山
市
を
含
め
た
3
市
で
少
年
剣
道
の

交
流
試
合
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
団

体
２
位
で
悔
し
か
っ
た
の
で
、
も
っ

と
稽
古
を
頑
張
り
た
い
で
す
。ま
た
、

試
合
後
に
は
み
ん
な
で
お
話
を
し
た

り
、
部
屋
で
集
ま
っ
て
神
経
衰
弱
を

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
か
に
も

剣
道
を
通
し
て
、
友
達
が
た
く
さ
ん

で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

・
将
来
の
夢

　

将
来
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
な
り
た
い
で
す
。
も
と
も
と
絵
を

描
く
こ
と
が
好
き
で
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
洋
服
の
絵
を
た
く
さ
ん
描
い
て

ま
し
た
。
お
店
の
洋
服
を
見
る
と
頭

の
中
で
か
わ
い
い
デ
ザ
イ
ン
を
想
像

し
ま
す
。
い
つ
か
、
自
分
で
考
え
た

洋
服
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
で
す
。

・
今
年
の
目
標

　

今
年
は
６
年
生
に
な
る
の
で
、
最
上

級
生
と
し
て
下
級
生
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
学
校
の
勉
強
や
現
在
通
っ
て
い

る
習
い
事
を
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。

小
お ざ わ

澤　由
ゆ か り

香梨さん

防
災
情
報
の
配
信
な
ど
、
生
活
に
役
立
つ
「
ふ
っ
さ
情
報
メ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
登
録
方
法
は
ふ
っ
さ
わ
た
し
の
便
利
帳
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

費用の記載のない事業は無料です


